
県産スギ大径材から᥇材した枠組壁工法ᵓ㐀用製材の強度特性 

石田洋二・松元 浩・小倉光貴

せ᪨：石川県産のスギ大径材ら᥇材した 204材（断面 38×89mm）の曲げ試験体 275体および縦圧縮試験

体 119体、206材（断面 38×140mm）の曲げ試験体 70体および縦圧縮試験体 70体、210材（断面 38×235mm）

の曲げ試験体 28 体および縦圧縮試験体 51 体にᑐし強度試験を⾜った。その結果、204 材の曲げ強度およ

び縦圧縮強度にࡘい࡚┠ど➼⣭ࡈとに⟬ฟした５％下限値は、それぞれのᇶ‽強度を‶㊊した。206 材お

よび 210材にࡘい࡚は、༑ศなࢧンࣝࣉ数を☜ಖでࡁなった┠ど➼⣭を㝖ࡁ、曲げ強度および縦圧縮強

度の┠ど➼⣭ࡈとの５％下限値はそれぞれのᇶ‽強度を‶㊊した。曲げ強度および縦圧縮強度は、ձ縦振

動ἲによるヤング係数とṇの相関関係が認められ、ղ試験体の木┠の✀㢮（ᚰᣢࡕ、ᯈ┠、㏣いᰟ）とຍ

ຊ᪉向の⤌ྜࡏの㐪いによࡾᕪが認められた。ࡇれらのᅉᏊはඹ㏻し࡚、丸太の髄を含むその近ら

᥇材ࡉれた材の強度が低く、髄ら㞳れた⨨ら᥇材ࡉれた材の強度は高くᏳᐃࡍる傾向を♧し࡚いた。

たࡔし、その傾向はẚ㍑ⓗᖜの⊃い 204材および 206材で㢧ⴭであࡾ、ᖜᗈな 210材では限ᐃⓗであった。 

 スギ、ᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝製材、曲げ強度、縦圧縮強度：ࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ ࡵࡌࡣ 

2015ᖺのࠕᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝製材ཬびᯟ⤌ቨᕤ

ἲᵓ㐀⏝た࡚⥅ࡂ材の日本㎰ᯘつ᱁（௨下、ࢶー

ー材の࢛ࣇࣂ JAS）ࠖ のᨵṇによࡾスギ➼のᅜ産

材の᪂たなᶞ✀༊ศがタᐃࡉれ、また近ᖺの SPF

製材౯᱁の高㦐ࡶ相まっ࡚ᅜ産材ࢶー࢛ࣇࣂー

材の関ᚰが高まっ࡚いる。୍᪉、㝣にはᅜ産

材ࢶー࢛ࣇࣂー材の⏕産ᣐⅬがなく、㍺㏦ࢥス

ら、県産スギの関ᚰ⏝ᆅ元産材ࡸの低ῶࢺ

を⏝したࢶー࢛ࣇࣂー材をᮃむኌୖࡶがっ࡚

いる。そࡇで、県産スギ大径材ら製材したࢶー

ー材の強度≉ᛶ（曲げ強度および縦圧縮࢛ࣇࣂ

強度）とそのᙳ㡪ᅉᏊをホ౯したのでሗ࿌ࡍる。 

ϩ ヨ㦂᪉法 

㸯㸬材ᩱ 

末口径 30.7～47.9cm、材長４ｍの石川県産スギ

丸太 36本を供試材とした（表㸫㸯）。࡚ࡍの丸

太の末口面には、髄らྠᚰ≧に༙径 50mmࡈと

にⰍศࡅし࡚࣌ンࢺした。ᅗ㸫㸯の木ྲྀࡾをᇶ

本とし࡚、ᑍἲᆺᘧ 204材（௨ᚋ、204）、ᑍἲᆺ

ᘧ 206材（௨ᚋ、206）およびᑍἲᆺᘧ 210材（௨

ᚋ、210）を製材した。204 は 15 本の丸太ら⢒

ᤂࡁ断面 45×105mm の製材を 277 本、206 は㸴本

の丸太ら⢒ᤂࡁ断面 45×155mmの製材を 70本、

210は 15本の丸太ら⢒ᤂࡁ断面 45×250mmの製

材を 77本ᚓた。ᚓられた࡚の製材にࡘい࡚、ඛ

㏙の丸太末口面の࣌ンࢺをཧ↷しそれぞれの᥇

材⨨（製材断面୰ᚰⅬの髄らの㊥㞳）をィ 

したᚋ、ேᕤ⇱（୰ ⇱：⌫ 度 70Υ、‵

⌫ 度 68～50Υで 216 間）を⾜った。⇱ᚋ、

204は断面ᑍἲ 38×89mm、206は 38×140mm、210

は 38×235mmにୖげຍᕤした。ୖげᚋの４ｍ

材にࡘい࡚、ࢶー࢛ࣇࣂー材の JASにᇶ࡙く⏥

✀ᯟ⤌材の┠ど➼⣭༊ศを⾜࠺ととࡶに、縦振動

ἲによるヤング係数（௨ᚋ、Efr）を ᐃした。204

らは 275体の曲げ試験体（38×89×1780mm）お

よび 119 体の縦圧縮試験体（38×89×225mm）を

作製した。206らはそれぞれ 70体の曲げ試験体

（38×140×2800mm）および縦圧縮試験体（38×

140×325mm）を作製した。210らは 28体の曲げ

試験体（38×235×4000mm）および 51体の縦圧縮

試験体（38×235×325mm）を作製した。強度試験

体のᴫせを表㸫㸰にまとめる。 

㸰㸬᭤ࡆヨ㦂 

曲げ試験は、試験体の⊃い面にᑐし࡚ຍຊࡍる

᪉ᘧで⾜った。204ࢬ࣡ࢪࢵ࢚ は曲げ試験⏝の

ලを╔した圧縮試験 （ƫ๓川試験ᶵ製作ᡤ製、

A-300L-B1）を⏝い࡚、スࣃン 1602mm、ࣟーࢻ

スࣃン 534mm の㸱➼ศⅬ４ⅬⲴ㔜᪉ᘧでᐇした。

206 および 210 は、ᐇ大試験ᶵ（ᓥὠ製作ᡤ製、

UH-1000kNX5）を⏝い࡚、206：スࣃン 2520mm、

ࣟーࢻスࣃン 840mm、210：スࣃン 3760mm、ࣟ ー

ンࣃスࢻ 1253mmとし࡚ᐇした。Ⲵ㔜㏿度は◚ቯ

に⮳るまで㸱ศ௨ୖとなるよ࠺にした。試験⤊

ᚋ、◚ቯ試験体よࡾ長ࡉ 30mmの試験体を᥇ྲྀし、
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がᮇᚅでࡁる。 

㸰㸬㠀◚ቯヨ㦂 

 。られる࠼⪄

髄ら㞳れる⠇のฟ⌧ᐦ度はῶᑡࡍるが、

ಶࠎの⠇径は大ࡁくなࡾ、また⏕⫱㐣⛬の✀ࠎの

እⓗᙳ㡪ら、ရ㉁ୖなḞࡅ、ᢤࡅ、⭉れ、

ධࡾ⓶をక࠺⠇（ࢶー࢛ࣇࣂー材の JASでは

な⠇といい、➼⣭ุᐃୖよࡾ㔜どࡉれる）ࡸ

✰となっ࡚⌧れࡍࡸくなる。しし、ࡉらにእഃ

の⤌⧊になると、ᶞෙ下のᯞのᑡない㒊ศ（ᯞ下

材）に⛣⾜ࡍるので、⠇のฟ⌧はⴭしくῶᑡࡍる。

よっ࡚、204のࠕ⠇ཪは✰ がࠖ、髄ら 100～150mm

を୰ᚰに下の➼⣭がከったのは、ࡇのよ࠺な

丸太ෆの⠇のศᕸがᙳ㡪したࡶのと⪃࠼られる。

また、材ᖜの⊃い 204では材面にᑐࡍる⠇の相ᑐ

面✚が大ࡁいため、ࠕ⠇ཪは✰ のࠖ➼⣭のᙳ㡪が

大ࡁったが、206 ࡸ 210 なᖜᗈになると⠇の

相ᑐ面✚が小ࡉくなるため、➼⣭を大ࡁくᘬࡁ下

げるのᙳ㡪はなったと᥎ᐹࡉれる。しし、

ࡾのⅬでは材がᖜᗈになるᙳ㡪が大ࡁくな

ると⪃࠼られ、206 ࡸ 210 では᥇材⨨の髄ら

の㊥㞳によらࠕࡎࠖࡾによる➼⣭低下のྍ⬟ᛶ

があるࡇとがศった。また୍᪉で、ࠕ⠇ཪは✰ࠖ

およびࠕࠖࡾの୧᪉にඹ㏻し࡚、いࡎれのᑍἲ

ᆺᘧにおい࡚ࡶ、᥇材⨨が髄ら㞳れる㸯

⣭௨ୖのୖの➼⣭のྜが大ࡁくなる傾向ࡶ認

められ、丸太のእ࿘近らは高ရ㉁な材の⋓ᚓ

したがっ࡚含Ỉ⋡ 15％の値にㄪᩚした（10～

23％の⠊ᅖ）。ࡉらに、210の曲げ試験では、ス

いのࡏン㸻ᱱࣃ 16ಸとしたため、曲げヤング係数

はࠕᵓ㐀⏝木材の強度試験ࣝࣗࢽ࣐ （ࠖ（බ㈈）

日本ఫᏯ・木材ᢏ⾡ࢭンター）に、曲げ強度は

ASTM D1990にしたがっ࡚ᶆ‽᮲௳（スࣃン㸻ᱱ

いのࡏ 18ಸ）の値にㄪᩚした。 

㸱㸬⦪ᅽ⦰ヨ㦂 

縦圧縮試験は、ඛ㏙の圧縮試験ᶵを⏝い࡚、Ⲵ

㔜の᭱大値に㐩ࡍるまで㸯ศ௨ୖとなるⲴ㔜㏿度

で㍕Ⲵした。試験⤊ᚋ、◚ቯ試験体よࡾ長ࡉ

30mmの試験体を᥇ྲྀし、ἲによࡾ含Ỉ⋡をồ

めた。縦圧縮強度は、$6TM D1990にしたがっ࡚含

Ỉ⋡ 15％の値にㄪᩚした（10～23％の⠊ᅖ）。 

Ϫ ⤖ᯝࡧࡼ࠾⪃ᐹ 

㸯㸬製材の┠ど➼⣭ 

ྛᑍἲᆺᘧの４ｍ材におࡅる木┠の✀㢮ูの┠

ど➼⣭のฟ⌧㢖度ศᕸをᅗ㸫㸰に♧ࡍ。ᅗ୰では、

᥇材ࡉれた試験体表面に⌧れた木┠の✀㢮（ᚰᣢ

とࡈ（ᯈ┠（ᗈい面がᯈ┠の二᪉ᰟ）、㏣いᰟ、ࡕ

に♧した。ᯈ┠および㏣いᰟでは、いࡎれのᑍἲ

ᆺᘧࡶ㸰⣭が᭱ࡶከく、ḟいで㸱⣭ཪは➼⣭እが

ከく、≉⣭、㸯⣭はᑡなった。ᚰᣢࡕでは、206

および 210ではの木┠とྠࡰᵝのศᕸであっ

たが、204 では➼⣭እが᭱ࡶከった。๓ሗ（石

田ら 2021）の 204の製材試験でᚓられた 668本を

┠ど➼⣭༊ศした結果では、下の➼⣭（㸱⣭௨

下）に᱁ࡅられたỴᐃᅉᏊとし࡚、ࠕ⠇ཪは✰ࠖ

とࠕࠖࡾが㸶㉸を༨め࡚いた。そࡇで、ᅗ㸫

㸱にᑍἲᆺᘧูのࠕ⠇ཪは✰ࠖおよびࠕࠖࡾの

る➼⣭のẚ⋡を丸太༙径᪉向の㊥㞳༊ศࡍに関ࡳ

ูに♧204。ࡍ ではࠕ⠇ཪは✰ࠖは髄らእഃに

向࠺にࡘれ࡚下の➼⣭がቑຍし、㊥㞳༊ศ

100～150mm でࣆーࢡとなったのࡕ、᭱እᒙの

150mm～ではῶᑡした。୍᪉、ࠕࠖࡾは髄ら

100mmまでの㊥㞳༊ศで下の➼⣭がከく、100mm

くῶᑡした。206ࡁらእഃでは大 および 210 で

はࠕ⠇ཪは✰ࠖの下の➼⣭は㊥㞳༊ศでࡎࢃ

ࡾࠕ、であるが はࠖ 204とẚ࡚下の➼⣭が

体ⓗにከく、髄ら 100mmよࡾእഃでࡶከく⌧

れた。丸太ෆの༙径᪉向におࡅる⠇のศᕸは୍⯡

ⓗに、髄近の⤌⧊はᯞのከいᶞෙ材に⏤᮶ࡍる

ので、⠇がከく⌧れるが、その径は小ࡉく⏕ࡁ⠇

であるሙྜがከい。ᯞはᨺᑕ≧にఙび࡚いるため

髄らᴫࡡ 20ᖺ㍯の⤌⧊は未成熟材とࡤれ、

௬㐨⟶長、⣽⬊ቨཌࡸ⣽⬊ቨ成ศのศᏊⓗᵓ成が

成熟㏵ୖにあࡾ、強度ᛶ⬟が成熟材よࡾ低下ࡍる

とࡉれる（ࡤ࠼、అ㇂ 1985）。᥇材⨨の丸太

༙径᪉向の㊥㞳༊ศูに Efr を見ると（ᅗ㸫４）、

髄ら 50mm までの Efrは、ࡇれよࡾእഃにẚ࡚

低い傾向が見られた。表㸫㸯の丸太༙径 100mmෆ

のᖺ㍯数がᖹᆒで 21であるࡇとら、髄ら 50mm

の⠊ᅖに断面୰ᚰが含まれるよ࠺に᥇材ࡉれた製

材は断面✚に༨める未成熟材のྜが大ࡁく、Efr

が低い値を♧したࡶのと⪃࠼られる。たࡔし、210

では髄ら 50mm ༊間の Efrと㞄᥋ࡍる 50～100mm

༊間の Efrとのᕪ（S�0.05）が ࡸ204 206（いࡎれ

ࡶ S�0.01）大ࡁくなった。210の材ᖜにな

ると、材⦕㒊に成熟材を含むྜがቑ࠼るためと

ἲによࡾ含Ỉ⋡をồめた。曲げ試験におࡅる

曲げヤング係数および曲げ強度は、ASTM D1990に
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は、曲げ試験体長ࡉの⠊ᅖのࡳをᑐ㇟にホ౯した

┠ど➼⣭で♧し࡚いる。┠ど➼⣭ࡈとの曲げ強度

のᖹᆒ値は、204 では➼⣭がୖ高く、下

に向࠺にࡘれ࡚低い傾向であࡾ、➼⣭と曲げ強

度はよくᑐᛂし࡚いた。206 および 210 では≉⣭

のᖹᆒ値は᭱ࡶ高いが、206の㸰⣭௨下、210の㸯

⣭௨下はࡌྠࡰであった。５％下限値は、ྛ┠

ど➼⣭の強度値ࢹータをṇつศᕸと௬ᐃし、ಙ㢗

Ỉ‽ 75％におࡅる 95％下ഃチᐜ限⏺値とし࡚ồ

めた値である。ࢧンࣝࣉ数㊊となる 206の㸯⣭、

210 の≉⣭および㸯⣭を㝖５％、ࡁ下限値はᅜᅵ

㏻┬がスギᯟ⤌材の┠ど➼⣭にᛂ࡚ࡌᐃめるᇶ

‽強度（ᖹ成 12ᖺᘓタ┬࿌♧第 1452ྕ）を‶㊊

る結果であった。206ࡍ の㸯⣭でⴭしく強度が低

材であࡕい࡚は、ᚰᣢࡘ17.3N/mm2�ಶ体に�った

のࡶࡘ曲げᘬᙇഃ材⦕㒊に」数のὶれ⠇をᣢ、ࡾ

であった。ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる┠ど➼⣭ูの曲げ

ヤング係数のศᕸをᅗ㸫㸴に♧206。ࡍ の㸯⣭௨

እは、曲げヤング係数のᖹᆒ値はᇶ‽ᙎᛶ係数

（（୍♫）日本ࢶー࢛ࣇࣂーᘓ⠏༠会 2018）を

‶㊊した。なお、206 の㸯⣭で曲げヤング係数が

ⴭしく低い値（4.6kN/mm2）を♧ࡍಶ体は、ୖグの

ⴭしく曲げ強度が低ったࡶのとྠ୍ಶ体であっ

た。 

ᅗ㸫㸵に♧ࡍよ࠺に、ྛᑍἲᆺᘧの４ｍ材Ⅼ

の Efr と曲げ強度の関係はṇの相関関係が認めら

れ た （ 204: R2=0.357 、 206: R2=0.423 、 210: 

R2=0.426）。よっ࡚、㠀◚ቯ試験によࡾᚓられる

Efrは、曲げ強度をண ࡍる㝿に᭷ຠなᣦᶆになる

と⪃࠼られる。ඛ㏙の 206の㸯⣭に᱁ࡉࡅれな

がら曲げ強度がⴭしく低ったಶ体は、Efrで᭱ࡶ

強度ᛶ、ࡾ低い値（4.5kN/mm2）とし࡚⌧れ࡚おࡶ

⬟をᢸಖࡍるためには┠ど➼⣭にຍ࡚࠼ Efr を⤌

らに、ᅗࡉ。られる࠼⪄とが᭷ຠとࡇるࡏࢃྜࡳ

㸫４に♧したよ࠺に、丸太の髄ら 50mmの⠊ᅖで

は Efrが低い傾向があるࡇとら、ࡇの㒊ศ௨እ

ら᥇材ࡍるࡇとで、曲げ強度ᛶ⬟のඃれたࢶーࣂ

 。られる࠼⪄いとࡍࡸー材がᚓ࢛ࣇ

本試験の木ྲྀࡾでは、204 および 206 の木┠は

ᚰᣢࡕ、ᯈ┠、㏣いᰟのいࡎれとなる。210 に

᥇材したたࡳらの材ࢥい࡚は、୰ኸ㒊のタࡘ

め、ᚰᣢࡕおよびᯈ┠のいࡎれとなる。そࡇで、

木┠の✀㢮とຍຊ᪉向の関係ら、ᚰᣢࡕຍຊ、

ᰟ┠ຍຊ（ᯈ┠の⊃い面のຍຊ）、㏣いᰟ木表ຍ

ຊ、㏣いᰟ木ຍຊの４㏻ࡾにศ㢮し、それぞれ

の曲げ強度をẚ㍑した。ᅗ㸫㸶に♧ࡍよ࠺に 204

および 206では、曲げ強度のᖹᆒ値は㏣いᰟ木

ຍຊが᭱ࡶ高く、ᚰᣢࡕຍຊが᭱ࡶ低った。曲

げ◚ቯはከくのሙྜ、ຍຊ面のᑐഃとなるᘬᙇ

ഃで㉳ࡇるため、㏣いᰟ木ຍຊでは、強度ᛶ⬟

がඃれる成熟材がᘬᙇഃに⨨ࡍるࡇとが᭷に

ാいたと⪃࠼られる。୍᪉、204 ࡸ 206 のᚰᣢࡕ

では、その断面におい࡚髄近の未成熟材が༨め

るྜが大ࡁく、また⠇が材⦕㒊にὶれ⠇とし࡚

⌧れࡍࡸい㡿ᇦであるࡇとら、強度低下をᣍࡁ

られる。210࠼⪄ったとࡍࡸ では、ᚰᣢࡕຍຊ

とᰟ┠ຍຊにᕪがなった。ࡇれは、210 はᖜᗈ

であるため、ᚰᣢࡕであっ࡚ࡶ材⦕㒊は成熟材を

含ࡳ、また⠇のᑡない㡿ᇦにあたるྍ⬟ᛶが高く、

曲げ強度の低下が㉳ࡾࡇにくったࡇとがせᅉと

ᶓᯫ材としとは、ᗋ᰿太なࡇのࡇ。られる࠼⪄

࡚の⏝がᐃࡉれ、曲げ強度ᛶ⬟が㔜どࡉれる

ሙྜがከい 210では᭷な≉㉁と⪃࠼られる。 

ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる◚ቯᙧែは、204 では曲げ

断ࢇࡏ、80.7％ 1.1％、曲げとࢇࡏ断の」ྜ16.0％、

圧縮 2.2％、206 では曲げ 70.0％、曲げとࢇࡏ断

の」ྜ 21.4％、圧縮 8.6％、210では曲げ 67.�％、

曲げとࢇࡏ断の」ྜ 32.1％であった。 

㸲㸬⦪ᅽ⦰強度 

ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる縦圧縮強度ศᕸをᅗ㸫㸷に

⮬は▷いため、試験体ࡉ縦圧縮試験体の長。ࡍ♧

体の┠ど➼⣭ホ౯がᅔ㞴であるࡇとら、ࡇࡇで

は┠ど➼⣭による༊ูは⾜っ࡚いない。ྛᑍἲᆺ

ᘧの強度値ࢹータをṇつศᕸと௬ᐃし、ಙ㢗Ỉ‽

75％におࡅる 95％下ഃチᐜ限⏺値とし࡚ồめた

５％下限値は、スギᯟ⤌ࡳ材の≉⣭にᑐし࡚ᐃめ

られた縦圧縮のᇶ‽強度を࡚‶㊊ࡍる結果で

あった。 

ᅗ㸫10に♧ࡍよ࠺に、ྛ ᑍἲᆺᘧの４ｍ材Ⅼ

の Efr と縦圧縮強度との間にはṇの相関関係が認

められた（204: R2=0.622、206: R2=0.567、210: 

R2=0.551）。曲げ試験結果とྠᵝに、㠀◚ቯ試験に

よࡾᚓられる Efrは、縦圧縮強度をண ࡍる㝿に᭷

ຠなᣦᶆになると⪃࠼られる。また、ᅗ㸫４に♧

したよ࠺に、丸太の髄ら 50mm までの⠊ᅖでは

Efrが低い傾向があるࡇとら、ࡇの㒊ศ௨እら

᥇材ࡍるࡇとで、縦圧縮強度ᛶ⬟のඃれたࢶーࣂ

㸱㸬᭤ࡆ強度 

ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる┠ど➼⣭ูの曲げ強度ศᕸ

をᅗ㸫５に♧ࡍ。なお、204 および 206 にࡘい࡚

－3－



ᘬ用ᩥ⊩ 

ASTM D1990: Standard practice for establishing 

は㏣いᰟがᚰᣢࡕよࡸࡸࡾ高く（p<0.05）、ᯈ┠は

の木┠とᕪがなった。㏣いᰟは木ྲྀࡾの関係

、れるためࡉら᥇材⨨ら㞳れたらẚ㍑ⓗ髄

成熟材をከく含むࡇとら強度が高く、ᚰᣢࡕは

未成熟材をከく含むࡇとら強度が低い傾向が⌧

れたと⪃࠼られる。୍᪉、210 ではᯈ┠とᚰᣢࡕ

の᭷ពᕪはなった。210 ではᚰᣢࡕでࡶ材⦕㒊

が成熟材を含むྍ⬟ᛶが高いため、強度低下が⦆

ࡉれたと⪃࠼られる。204 および 206 は㍈ຊが

せồࡉれるた࡚ᯟ材とし࡚の⏝がᐃࡉれるた

め、縦圧縮強度が低下ࡍる傾向のあるᚰᣢࡕを㑊

┠௨እのᯈࡕられる。ᚰᣢ࠼⪄る᥇材が᭷とࡅ

と㏣いᰟにࡘい࡚は、୧⪅の間で縦圧縮強度に᭷

ពᕪがなく、またඛ㏙のとおࡾ┠ど➼⣭のฟ⌧㢖

度ศᕸྠࡰࡶᵝであったࡇとら、た࡚ᯟ材と

し࡚ ࡸ204 206を⏕産・⏝ࡍるୖでは、ᯈ┠と

㏣いᰟの㐪いに大ࡁなᙳ㡪はないと⪃࠼られる。 

බ┈㈈ᅋἲே 日本ఫᏯ・木材ᢏ⾡ࢭンター（2011） 

ᵓ㐀⏝木材の強度試験ࣝࣗࢽ࣐ 

 49ᖺ㸵᭶㸶日㎰ᯘ┬࿌♧第 600ྕ ᯟ⤌ቨᕤ

ἲᵓ㐀⏝製材ཬびᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝た࡚⥅ࡂ材

の日本㎰ᯘつ᱁（ᖹ成 27ᖺ㸱᭶㸷日ᨵṇ、᭱ ⤊

ᨵṇ ௧㸰ᖺ㸴᭶㸯日） 

allowable properties for visually-graded 

dimension lumber from in-grade tests of 

full-size specimens(2013) 

（2018）2018 ᖺᯟ⤌ቨᕤἲᘓ⠏≀ᵓ㐀ィ⟬ᣦ

㔪：140

 値 ࠹

 ⾲̿㸯 ౪ヨኴのᴫせ 

 ⾲̿㸰 強度ヨ㦂యのᴫせ 

204 

ᅗ̿㸯 ᇶᮏᮌྲྀࡾᅗ 

206 210 

ۢ ຌ਼ ܚ 
（cm） ೧ྡྷ਼

石田洋二・松元 浩・小倉光貴（2021）県産スギ大

径材ら᥇材したᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝製材のရ㉁

ㄪᰝ：石川県ᯘᴗ試験ሙ◊✲ሗ࿌ No.52：15-18 

అ㇂㈼⨾（1985）木材の⛉学・㸰 木材の≀⌮：

152-153

ᖹ成 12 ᖺᘓタ┬࿌♧第 1452 ྕ 木材のᇶ‽強度

Fc、Ft、Fbཬび Fsをᐃめる௳（ᖹ成 27ᖺ㸴᭶ 30

日ᨵṇ） 

୍⯡♫ᅋἲே 日本ࢶー࢛ࣇࣂーᘓ⠏༠会⦅

ଢື度؛
೧ྡྷ਼

ൔ100ܚmm ଢEfr؛

（kg/m3）
値࠹ 47.9

（kN/mm2）
87 34 871 11.2

平均値 39.3 56 64821 8.1
ঘ値࠹ 30.7 33 10 477 6.6

รಊ਼ܐ（％） 10.9 26.2 32.2 15.1 13.1

 36

਼ܐଢॐ৾ಊ๑ͶΓΖϢϱή؛：ଢEfr؛ 

ຌ਼ ۢ ື度（Ng/m3）
値࠹ 555

frE （NN/mm2）
13.1

平均値 396 9.5
ঘ値࠹ 295 5.6

รಊ਼ܐ（％） 10.8 16.3
420 12.4

平均値 369 8.5
ঘ値࠹ 305 4.5

รಊ਼ܐ（％） 7.2 21.2
値࠹ 505 12.1
平均値 402 9.0
ঘ値࠹ 307 6.4

รಊ਼ܐ（％） 11.6 14.8

 206 70 70 70

210 77 28 51

ࣞܗ
 ๑ ͝ۄ

ର਼ݩࢾ
（ࡒࡀରݩࢾ強度）ࡒ̾̒ ॐѻक़

204

ର਼ݩࢾ

277 275 119

 Efr：̒̾ࡒॐ৾ಊ๑ͶΓΖϢϱή਼ܐ
：204͕Γ;210Ҳ෨ɼ206સ෨ݩࢾ͝ۄରͳॐѻक़ݩࢾରͺɼಋҲ͖̒̾ࡒ

Δ॑͢ͱͪ͢ࡒࡀɽ

 。られる࠼⪄いとࡍࡸー材がᚓ࢛ࣇ

試験体の木┠の✀㢮ูの縦圧縮強度をᅗ㸫11

に♧204。ࡍ および 206 にࡘい࡚は、縦圧縮強度

－4－



0102030405060 70

ಝ
څ

̐
څ

̏
څ

̑
څ


څ


ड़ݳළ度（ˍ）

目
ࢻ

څ

20
4

ৼ
࣍
ͬ

൚


௧
͏
ຟ

ᅗ
̿
㸱
 
ࠕ
⠇
ཪ
ࡣ
✰
ࠖ
࠾
ࡼ
ࡧ
ࠕ

ࡾ
ࠖ

㛵
ࡍ
ࡿ

ኴ
༙
径
᪉
ྥ
の
㊥
㞳
༊
ศ
ู
の
┠
ど
➼
⣭
ᵓ
ᡂ
ẚ
⋡
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ4

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

ᅗ
̿
㸰
 
ᮌ
┠
の
✀
㢮
ู
の
┠
ど
➼
⣭
の
ฟ
⌧
㢖
度
ศ
ᕸ
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

010203040506070

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ


څ


ड़ݳළ度（ˍ）

目
ࢻ

څ

20
6

ৼ
࣍
ͬ

൚


௧
͏
ຟ

010203040506070

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ


څ


ड़ݳළ度（ˍ）

目
ࢻ

څ

21
0

ৼ
࣍
ͬ

൚


௧
͏
ຟ

02040608010
0

（ˍ）ർིߑ

20
4ɾ

ʰ
ઇ

ͺ
݂
ʱ

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）


級


ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

20
0

̑
級

̐
級

̏
級

特
級

02040608010
0

ིർ （ˍ）ߑ

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

20
6ɾ

ʰ
ઇ

ͺ
݂
ʱ


級


ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

20
0

̑
級

̐
級

̏
級

特
級

02040608010
0

（ˍ）ർིߑ

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

21
0ɾ

ʰ
ઇ

ͺ
݂
ʱ


級


ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

20
0

̑
級

̐
級

̏
級

特
級

02040608010
0

（ˍ）ർིߑ

20
4ɾ

ʰ
ൕ
Ε
ʱ

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）


級


̑
級

ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

20
0

̐
級

特
級

02040608010
0

（ˍ）ർིߑ

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

20
6ɾ

ʰ
ൕ
Ε
ʱ


級


ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

20
0

̑
級

̐
級

特
級

02040608010
0

（ˍ）ർིߑ

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

20
0

21
0ɾ

ʰ
ൕ
Ε
ʱ


級


̑
級

̐
級

特
級

－5－



16 

02468101214 16

ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

Efrฑۋ（kN/mm2）

20
6

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

**
**

**

**
02468101214

ʛ
50

50
ʛ

10
0

10
0ʛ

15
0

15
0ʛ

Efrฑۋ（kN/mm2）
20

4

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

**

**
**

0246810121416

ʛ
50

50
ʛ

10
0

15
0ʛ

10
0ʛ

15
0

Efrฑۋ（kN/mm2）

ਹ
͖
Δ

ړ

（

m
m
）

21
0

*
*

ᅗ
̿
㸳
 
┠
ど
➼
⣭
ู
の
᭤
ࡆ
強
度
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

ᅗ
̿
㸴
 
┠
ど
➼
⣭
ู
の
᭤
ࡆ
ࣖ
ࣥ
ࢢ
ಀ
ᩘ
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

ᅗ
̿
㸲
 
㸲
㹫
製
材

࠾
ࡅ
ࡿ

ኴ
༙
径
᪉
ྥ
の
㊥
㞳
༊
ศ
ู
の

E f
r㸦

ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

*:
 p
<�
��
ࠊ�


� 
S�
�.
��

࡛
᭷
ព
ᕪ
࠶
ࡾ
㸦
୍
ඖ
㓄
⨨
ศ
ᩓ
ศ
ᯒ
ࠊ
7X
NH
\�
.U
DP
Hr

の
ከ
㔜
ẚ
㍑
㸧ࠊ

࢚
ࣛ
࣮
ࣂ
࣮
ࡣ
ᶆ
‽
೫
ᕪ
 

19
.3

13
.9

13
.3

7.
7

44
.6

 
39

.2
 

36
.3

 
39

.0
 

38
.0

 

21
.2

 
23

.4
 

020
21

.9
 

406080 強度（N/mm2）͝ۄ


څ


ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ

21
0

：
平
均
値

：
基
準
強
度

：
５
％
下
限
値

8.
0 

7.
4 

6.
8 

6.
1 

8.
7 

8.
7 

7.
7 

8.
2 

0

7.
6 

2468101214

਼ܐϢϱή͝ۄ
（kN/mm2）


څ
21

0

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ

：
平
均
値

：
基
準
ஆ

ܐ
਼

23
.9

17
.1

16
.4

9.
5

49
.5

 

24
.1

 

39
.5

 
41

.4
 

41
.6

 

26
.8

 
24

.1
 

23
.0

 

0

16
.8

 
20406080 強度（N/mm2）͝ۄ

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ


څ
20

6
：
平
均
値

：
基
準
強
度

：
５
％
下
限
値

8.
0 

7.
4 

6.
8 

6.
1 

9.
3 

6.
7 

7.
5 

8.
2 

02

7.
6 

468101214

਼ܐϢϱή͝ۄ
（kN/mm2）


څ
20

6

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ

：
平
均
値

：
基
準
ஆ

ܐ
਼

28
.4

20
.4

19
.5

11
.3

49
.9

 
45

.5
 

43
.3

 
35

.2
 

39
.6

 
31

.6
 

23
.0

 
24

.6
 

16
.3

 

0

16
.4

 
20406080 強度（N/mm2）͝ۄ

20
4

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ


څ


：
平
均
値

：
基
準
強
度

：
５
％
下
限
値

8.
0 

7.
4 

6.
8 

6.
1 

8.
7 

8.
0 

8.
1 

7.
7 

0

7.
1 

2468101214

਼ܐϢϱή͝ۄ
（kN/mm2）

ಝ
څ

̏
څ

̐
څ

̑
څ


څ
20

4
：
平
均
値

：
基
準
ஆ

ܐ
਼

－6－



80 

010203040506070

心
持
ち

柾
目

追
い
柾

න

追
い
柾

ཬ

強度（N/mm2）͝ۄ

21
0

010203040506070

心
持
ち

柾
目

追
い
柾

න

追
い
柾

ཬ20

4

強度（N/mm2）͝ۄ

*
**

*

010203040506070

心
持
ち

柾
目

追
い
柾

න

追
い
柾

ཬ

強度（N/mm2）͝ۄ

20
6

*
**

*

y 
= 

4.
65

0x
 -

1.
08

0

01020304050

R²
 =

 0
.3

57
6070

4
6

8
10

12
14

強度（N/mm2）͝ۄ
20

4

製
材

Ef
r（

kN
/m

m
2 ）

ᅗ
̿
㸷
 
ᑍ
法
ᆺ
ᘧ
ู
の
⦪
ᅽ
⦰
強
度
 

ᅗ
̿
㸵
 
E f

r㸦
㸲
㹫
材

Ⅼ
㸧

᭤
ࡆ
強
度
の
㛵
ಀ
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

ᅗ
̿
㸶
 
ຍ
ຊ
᪉
ྥ
ู
の
᭤
ࡆ
強
度
ᖹ
ᆒ
್
の
ẚ
㍑
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

*:
 p
<�
��
ࠊ�


� 
S�
�.
��

࡛
᭷
ព
ᕪ
࠶
ࡾ
㸦
୍
ඖ
㓄
⨨
ศ
ᩓ
ศ
ᯒ
ࠊ
7X
NH
\�
.U
DP
Hr

の
ከ
㔜
ẚ
㍑
㸧ࠊ

࢚
ࣛ
࣮
ࣂ
࣮
ࡣ
ᶆ
‽
೫
ᕪ
 

01020

R²
 =

 0
.4

23

3040506070
y 

= 
3.

57
7x

 +
 1

0.
30

1

 80

4
6

8
0

1
2

1
14

強度（N/mm2）͝ۄ

20
6

製
材

E f
r（

kN
/m

m
2 ）

0.
42

6

010

R²
 =

 

203040

y 
= 

3.
75

5x
 +

 5
.2

00

50607080

4
6

8
10

12
14

強度（N/mm2）͝ۄ

21
0

製
材

E f
r（

kN
/m

m
2 ）

15
.7

15
.1

14
.3

34
.8

 
30

.3
 

34
.6

 

28
.7

23
.6

26
.8

01020304050

̐
̎
̒

縦圧縮強度（N/mm2）

̐
̎
̔

̐
̏
̎

：
平
均
値

：
５
％
下
限
値

：
基
準
強
度
（
特
級
）

－7－



010203040

R²
 =

 0
.5

67
y 

= 
1.

56
2x

 +
 1

6.
99

5

 50

4
6

8
0

1
2

1
14

縦圧縮強度（N/mm2）

製
材

E f
r（

kN
/m

m
2 ）

20
6

y 
= 

2.
33

3x
 +

 1
3.

09
9

010203040

R²
 =

 0
.5

51

50

4
6

8
0

1
2

1
14

縦圧縮強度（N/mm2）

21
0

製
材

E f
r（

kN
/m

m
2 ）

17
.5

32
y 

= 
1.

87
1x

 +
 

0102030

R²
 =

 0
.6

22

4050

4
6

8
10

14
12

縦圧縮強度（N/mm2）
20

4

製
材

E f
r（

kN
/m

m
2 ）

01020304050

心
持
ち

板
目

追
い
柾

*
20

4

縦圧縮強度（N/mm2）

01020304050

心
持
ち

板
目

追
い
柾

20
6

*

縦圧縮強度（N/mm2）

01020304050

心
持
ち

板
目

追
い
柾

21
0

縦圧縮強度（N/mm2）

ᅗ
̿
��
 
E f

r㸦
㸲
㹫
材

Ⅼ
㸧

⦪
ᅽ
⦰
強
度
の
㛵
ಀ
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

ᅗ
̿
��
 
ᮌ
┠
の
✀
㢮
ู
の
⦪
ᅽ
⦰
強
度
ᖹ
ᆒ
್
の
ẚ
㍑
㸦
ᕥ
㸸
��
ࠊ�

୰
㸸
��
ࠊ�

ྑ
㸸
��
�㸧

 

*:
 p
<�
��
5
࡛
᭷
ព
ᕪ
࠶
ࡾ
㸦
୍
ඖ
㓄
⨨
ศ
ᩓ
ศ
ᯒ
ࠊ
7X
NH
\�
.U
DP
Hr

の
ከ
㔜
ẚ
㍑
㸧ࠊ

࢚
ࣛ
࣮
ࣂ
࣮
ࡣ
ᶆ
‽
೫
ᕪ
 

－8－




